
東京都子育て支援住宅認定制度

子育てに配慮された優良な
住宅を東京都が認定します！
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申請受付・問合せ先

　認定は１年ごとに更新が必要です。

　整備費用の一部に補助金を受けた場合、補助事業完了後原則１０年間は適切に認定

基準を維持していただく必要があります。

　認定基準等は必要に応じて変更する場合があります。
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東京都子育て支援住宅認定制度とは

認定を受けることのメリット

対象となる住宅
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　「東京都子育て支援住宅認定制度」とは、居住者の安全性や家事のしやすさなどに配慮され

た住宅で、子育てしやすい環境づくりのための取組を行っている優良な住宅を東京都が認定

する制度です。

　「東京都子育て支援住宅」として東京都の認定を受けることによって、次のようなメリット

があります。

　「東京都子育て支援住宅」として認定申請できる主な要件は次のとおりです。

他物件との差別化が期待

　入居希望者が他の住宅と比較検討する際の判断材料の一つになり
ます。

認定マークの活用で広告効果や信頼度が向上

　認定住宅の入居者募集時において、認定マークを活用することにより、
広告効果や信頼度の向上が期待できます。

東京都ホームページによる認定物件のＰＲ

　認定住宅は、東京都のホームページ等に掲載します。幅広く情報の提供を行うことにより、
認定住宅の認知度向上につながります。

整備費の一部等に補助金の活用が可能

　認定住宅が所在する区市町村から、整備費用の一部等に補助金を受けることができる場合が
あります。

  

都市開発諸制度を活用して容積率の緩和を受けることが可能

　認定住宅は、総合設計などの都市開発諸制度を活用して容積率の緩和を受けることができる場合が
あります。

※  区市町村における補助制度の有無については本パンフレットの問合せ先までお問い合わせください。

　分譲又は賃貸の集合住宅であること（既存住宅も対象）

　住戸の戸数が２戸以上であること

　※ １棟のうち、認定基準を満たす住戸のみ申請することも可能

　住戸専有面積が原則５０㎡以上であること

　認定基準を満たした住宅であること

　その他法令に違反していないこと

《認定マーク》

認定制度の概要が
分かる動画はこちら！

ドアクローザー設置
指挟み込み防止措置

シャッター付きコンセン
ト設置

ワイドスイッチの設置
（床上900mm程度の高さ）

サッシ等の防音性の確保

ドアクローザー設置
指挟み防止措置

通路幅員780mm以上

選 収納率８％以上確保

家具転倒防止措置

住戸面積の確保
（専有面積50㎡以上）

防犯対策用の鍵
インターホン設置

進入防止錠の設置

選 チャイルドフェンス
設置可能な形状

選 対面式キッチンなど
子供への目線の確保

ベビーカー置場の確保

界床、界壁の防音性の確保

滑りにくい床仕上げ
内法短辺1,200mm以上、
面積1.9㎡以上

内法長辺1,300mm以上 or
便器と壁との距離 500mm
以上

認定基準
主な項目

新築集合住宅

必須項目
（全ての基準に適合）

選択項目

立地に関する基準
・子育てひろば等子供が遊べる施設等の周辺立地
・保育所、小学校、学童クラブなどの施設の周辺立地
・医療施設の周辺立地
  
・段差解消、転落防止・落下物による危険防止
・防犯対策、防音性の確保
  
・玄関、浴室、トイレ、台所、建具、居室、バルコニー
  
・転落防止・落下物による危険防止、転倒防止
  
・共用廊下、エレベーター、共用玄関、自転車置場
  
・子育て支援施設、キッズルーム、交流スペース、屋外スペース
  
・育児相談、一時預かりサービス
・ベビーシッターなどの訪問保育サービス
・子育て支援サービスの情報提供
  
・区市町村からの意見を計画に反映
  
・住宅計画、募集から入居までの配慮事項
・安心して日常生活を送るための配慮事項
・コミュニティ醸成のための配慮事項

住戸内に関する基準
基本性能等に関する基準

単位空間別の基準

共用部分に関する基準
基本性能等に関する基準

単位空間別の基準

子育て支援施設やキッズルーム等の設置、
子育て支援サービスの提供に関する基準

区市町村からの意見の反映に関する基準

管理・運営に関する基準

1
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4項目のうち

1項目以上適合

19項目のうち

8項目以上適合

4項目のうち
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6項目のうち

1項目以上適合
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全35項目のうち

13項目以上適合
合計

※　掲載の内容は新築の基準です。
　　既存住宅の場合は基準が異なります。
※　基準の詳細は、HPをご覧ください。

認定基準

「東京都子育て支援住宅」の認定基準の概要は次のとおりです（新築の場合）。

共用廊下

バルコニー

■専用住戸内の整備基準の概要（新築の場合）

選 は選択項目、
それ以外は必須項目

手すりから安全な距離を
確保して室外機を設置

NO! NO!NO!

住戸全体の出隅部分の
面取り等安全措置
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